
2012 年 4 月に「１から学ぶスポーツ生理学」を発刊してから多くの方にさまざまなご意見を
いただきました。図らずもというと著者の言葉としては少し無責任に感じられるかもしれません
が，おおむね好意的なご意見であり大変ありがたく感じました。また著者らの本務校である日本
体育大学のみならず，数多くの教育機関において教科書に採用していただいたことは望外の喜び
でした。

さまざまなご意見の中には単純なまちがいのご指摘もありました。われわれ著者が講義で用い
ていて不都合を感じる箇所もありました。今回版改訂のご提案があった折，単純なまちがいの変
更はもちろん，それ以外に変更すべき点を著者間で協議しました。その結果，大きく以下の 2点
を変更することにしました。

1点はコラムの追加です。スポーツ生理学は長い歴史を経て積み上げられてきたものであり，
実験科学に裏づけされたゆるぎない内容が大部分です。一方で，これは初版の序文でも触れまし
たが，競技スポーツ科学あるいは健康スポーツ科学の最前線は常に考え方の見直し，データの収
集が行われている分野でもあります。同じ書物の中でこの両者を包含することは通常困難です
が，日々研究の現場にも触れている著者らとしては，日進月歩のスポーツ生理学の研究現場の雰
囲気だけでも伝えることはできないかと思案しました。その結果，各章にコラムを加えることに
しました。ただし最先端の研究を紹介すること以上に，教科書の一歩先に興味をもってもらえる
ような内容にすることで初学者にも親しみをもってもらえることを意識しました。

2点目は「女性とスポーツ」の章の追加です。初版を発刊して以降，パラリンピック選手や女
性スポーツ選手の活躍に注目が集まるようになってきています。それと同時に女性スポーツ選手
の健康やスポーツにおける性差にも関心が寄せられるようになりました。すでに日体大では女性
スポーツ選手を対象とした先駆的な研究が行われています。これまでのスポーツ生理学の教科書
では女性スポーツを大きく取り上げたものは少なく，本書の重要な特色になると思います。

初版の序論で述べた通りスポーツ生理学を学習したいと思っているすべての皆様にとって，本
書がスポーツ生理学を理解するうえでの手助けになることを心より祈っております。
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私は 2003 年度より日本体育大学にて学部や大学院でスポーツ生理学やそれにかかわる講義を担当し
てきました。途中 1年間のブランクがありましたが，計 8年間さまざまな学生さんたちと接してきまし
た。そのなかで強く印象に残っているのは競技者，コーチ，トレーナー，教員など目標はさまざまで
も，意識の高い学生さんほど自分の目標に必要な知識を貪欲に求めているということでした。それはや
みくもに練習をしているだけでは勝てないし，自分が指導者になったときに適切な指導ができないとい
う真摯な気持ちの現われにほかならないと思います。

その一方で生理学，とりわけスポーツ生理学はいわゆる学際的な領域であり，基盤となる知識は化学
や生物学をはじめとして多岐にわたります。そして科学技術の進歩に合わせていまもその領域は拡大し
ています。しかも競技の場面では，最新の研究を取り入れより高いパフォーマンスを得ようとしていま
す。高等学校を卒業したばかりの学生さんがスポーツ生理学が対象とするすべての内容を学習し，それ
らすべてを咀嚼し現場で活かすということは，そう容易ではないということは講義担当者として実感し
てきました。

本書はスポーツ生理に関する知識を希求している学習者と最新のスポーツ生理学とをつなぐ架け橋の
ような役割をもたせることを目標として作成されました。特に導入では可能な限り平易な表現や例を出
すことを心がけながらも，最終的に到達するところはある程度最近の研究内容も含まれているかあるい
は理解できるということを目指しました。本書の「1 から学ぶ」という名称はそのような意味合いが含
まれています。

生理学の理解を困難にしているそのほかの要因として，生理学における学習内容が多段階・多要因の
事象であるということがあげられると思います。学習者の多くはまず各臓器別に生理学を理解しようと
します。しかし，結局競技におけるパフォーマンスは多臓器間の相互作用の結果ですので，知識と実際
のスポーツ現場との乖離

か い り
が発生する原因になりかねません。そこで本書では，生理的な事象は多臓器の

相互作用の結果であるという理解を助ける試みとして序章を設定しました。序章には各章（各臓器）の
関連性が記載されています。内容として決して十分とはいえませんが，生理学的事象の全体像を理解す
ることの一助になればと思います。

今回の執筆は日本体育大学でスポーツ生理学の講義を担当している全教員が分担して行い，最終的に
は全員でその内容を精査しました。したがいまして，本書に含まれる内容は本学の学生さんたちをはじ
めとする競技スポーツにかかわる人たちにとって学んでほしいものであるということと，初学者であっ
ても読み進めていくことができる程度の難易度であるということを確認しています。特に本学の学生さ
んにとっては本書を講義と併用することで一層の学習効果が期待できると思われます。

スポーツ生理学を学習したいと思っているすべての皆様にとって，本書がスポーツ生理学を理解する
うえでの手助けになればこのうえない幸せです。

2012年 4月
著者を代表して　中里　浩一
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